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［書評］

秋元英一・菅英輝共著『アメリカ 20世紀史』、

東京大学出版会、2003年

杉田米行＊

秋元英ー・菅英輝共著『アメリカ20世紀史』（東京大学出版会、 2003年）は、「ア

メリカの世紀」と言われた20世紀のアメリカ合衆国の発展を歴史的に実証したも

のである。アメリカ合衆国は20世紀に帝国へと発進し、二度の世界大戦と大恐慌

を経て国際秩序形成の主役＝ヘゲモニー国家へと成長した。そして、グローバリ

ゼーションが進むなかで21世紀にはテロリズムとの戦いへと発展している。 20世

紀のアメリカ合衆国は外へ大きく関心を向けていったが、それを支えた内なるア

メリカ合衆国もまた、大きな変化を経験した。本書は20世紀のアメリカを8つの

時期に区分し、日本の代表的な外交政治史家である菅英輝教授と社会経済史家で

ある秋本英ー教授が、当該期の外交政治史と社会経済史を叙述する「オムニバス

方式の20世紀アメリカの歴史書」 (iii)である。これは今までの研究書ではあまり

見られなかった非常に斬新なアプローチであった。章立ては以下である。

第1章革新主義と帝国主義 1898-1920年

第2章 「国際平和」の間奏曲 1920年代

第3章 大恐慌とニューディール 1930年代

第4章第二次世界大戦と戦後体制の構築 1941-45年

第5章冷戦体制と大衆社会 1945-60年

第6章 ヴェトナム戦争と諸権利獲得のための運動 1960年代

第7章危機の時代とレーガン革命 1970-90年

＊ 大阪外国語大学アメリカ講座

-167 -



第8章 グローバリゼーション下のアメリカ 1990年代

終章 21世紀アメリカと世界のゆくえ

この時代区分はオーソドックスなものである。外交政治史だけ、もしくは社会

経済史だけを取り扱った研究書であれば、別の時代区分が可能だったかもしれな

い。しかし、 i共著者の共通項をみちびく基礎的な了解として時期区分を行い、そ

れぞれの時代についての統一したイメージづくりを心がけた」 (iii)ものなのであ

る。外交政治史家と社会経済史家が、 1890年代後半から21世紀に至る百年余りの

アメリカ外交政治史とアメリカ社会経済史の通史を書き、しかも、アメリカ合衆

国、七外と内から統一的に解釈しようとする意欲的な研究書といえる。まさに、本

書一ffhキ読めば、 20世紀のアメリカ外交政治史とアメリカ社会経済史の通史二冊

分を読んだてとになるといっても過言ではない。

本書は「最近必ずしも史実に基礎を置かない大上段的な議論が多い」 (iii)と最

近の論壇を厳しく、しかし、的確に批判している。その一方で、「あくまで史実や

実証を重視する態度を心がけ、その面から読者に説明責任を果たそうとし」てお

り、さらに「自己の専門領域にかかわる点については、一次史料による史実の再

構成を踏まえた叙述を試み、専門領域外でもなるべく最新の研究成果を摂取する

よう心がけた」というように、両著者はこれまでの堅実な研究実績に裏づけされ

た実証史家としての決意を表明している。その態度が貫徹されているからこそ、

20世紀アメリカ通史として非常に信頼のおける書物となっている。

外交政治史分野では、 19世紀末をアメリカ帝国主義の発生時期と捉えることか

ら筆を起こし、アメリカ合衆国の特異性として「軍事面において優越しつつ、理

念や物質的生活面でも他国にとってのモデルでありえた」 (iv) ことを挙げてい

る。また、社会経済史分野では、アメリカ人の階級意識というキーワードを用い

て、中産階級の盛衰に焦点を絞りつつ、下層農民、組織労働者、黒人、女性、貧

困者などアメリカ社会の非主流派の動向も分析対象としている。

繰り返しになるが、本書の最大の特徴は、外交政治史家と社会経済史家が歴史

を通時的に描く太い縦糸と、 8つの時代区分という横切りによって共時的に描く

太い横糸という二つの側面から、 20世紀のアメリカ合衆国史の特徴をマクロ的に

描いていることである。本書のスケールの大きさと斬新なアプローチはとても魅
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力的なものである。

ところが、この本がマクロ的に魅力的であればあるほど、取り上げられた各地

域を専門に研究する者がミクロ的視点にたつと、疑問を呈したい部分や不足部分

が多々出てくるだろう。たとえば、第1章「革新主義と帝国主義 1898-1920年」

で、菅教授は中国に対する門戸開放宣言を分析し、「1899年9月の第一次通牒

(circular)は、各国の中国における『勢力範囲』は認めつつも、いかなる場合も

貿易の機会を均等にすべきことを内容とする」 (p.4)とし、 1900年7月に発表さ

れる第二次通牒において初めて「中国の行政的・領土的保全をうたった」 (p.4) 

と主張している。これは通説だが、実は、正確とはいえない。結論からいうと、

アメリカ合衆国は第一次通牒で中国の行政的・領土的保全を主張しただけでなく、

それ以上のこと、すなわち、中国における国際関係の展開軸をヨーロッパ的行動

原理からアメリカ的行動原理へ転換するための第一歩を踏み出したのである。 l

中国に関する第一次門戸開放通牒は1899年9月にイギリス、ドイツ、ロシアに、

続く 11月には日本、イタリア、フランスに送付された。各国に送付された通牒は

類似しているが、内容は微妙に異なっていた。イギリスとロシアに送付されたも

のだけに「領土保全を維持すること」が目標の一つとして記載されている。 2特

に、イギリス宛の門戸開放通牒の中に、アメリカ合衆国の態度が明確に示されて

いる。 3アメリカ合衆国は、中国の領土保全に関し、イギリスの了解を得られると

考えていた。イギリスはアメリカ合衆国との協調政策を模索しており、自由貿易

から最も利益を獲得し得る立場にあったからだ。だから、少なくともイギリスの

了解を獲得し、英米協調の下で領土保全問題に対処しようとしたのだ。さらに、

中国の領土保全に対して最も強硬な反対が予想されたロシア宛の通牒にこの文言

を入れたことも重要だ。つまり、英米協調を中心軸とした列強間の協調体制にロ

シアを抱き込み、その行動に一定の抑制を加えようとしたのである。 4

さらに、社会経済分野では、現代の関心事から歴史を振り返ることも重要では

なかろうか。現在、アメリカ合衆国において、重要かつ緊要な問題に社会保障や

医療保険制度が含まれるが、本書ではほとんど言及されていない。たとえば、第

3章「大恐慌とニューディール 1930年代」で社会保障法の制定過程とその意義を

紹介してもよかったのではないか。また、第4章「第二次世界大戦と戦後体制の構
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築 1941-45年」では組織労働者を取り扱っているので、労働組合側が賃上げ要求

を抑制する代債として、医療保険を含む労働者の福利厚生の充実に努め、さらに

米国の税制によって、この時期に職場ベースの民間医療保険が成長したことをと

りあげてもよかっただろう。このように権利として民間医療保険を獲得した組織

労働者は、戦後の公的国民皆医療保険の支持基盤にはならず、その結果、医療の

公的責任は福祉制度と結びつき、中間層ではなく、貧困層を対象とした慈善とい

う風潮が強くなった。さらに、アメリカ合衆国の高齢化や2003年12月に可決され

た「2003年メデイケア処方薬の改善および近代化に関する法律」によってメディ

ケアの将来が脚光を浴びるようになっている。だから、第6章「ヴェトナム戦争

と諸権利獲得のための運動 1960年代」でメデイケアやメディケイドなど「エンタ

イトルメント・プログラム」の制定過程やその意義などを含めるべきだったかも

しれない。限られたスペースという問題を十二分に考慮した上で、「歴史は現在と

過去との対話である」という視点から考えると、社会経済分野の通史から社会保

障や医療保障のことがすっぽり抜けてしまったのは口惜しい。

その一方で、マクロ的に見た場合、このようなミクロの問題はとるに足りない

ものである。一冊の本で一世紀に渡るアメリカ合衆国の外交政治と社会経済を分

析するにあたって、たとえ重要なテーマであっても取り上げられないものもた＜

さんあるのは、むしろ当然のことである。

そこで、視点をマクロに移したい。

「20世紀アメリカの歩みについてのトータルな理解がなくてはならない」 (v)と

いう目標を達成する手段として、「本書全体を通して内政と外交と国際環境の相互

作用という文脈を重視した」 (iv)とある。しかし、この「相互作用」を適切に本

書で展開できたかどうかには疑問が残るし、それは将来の課題である。たとえば、

第3章「大恐慌とニューディール 1930年代」において、前半ではアメリカ外交が

次第に孤立主義外交から国際主義へと移り変わっていく 1930年代のアメリカ外交

が描かれている。後半では、アーヴィング・フィッシャー、マイロ・リーノ、ラ

フォレット兄弟（ロバート・ラフォレットとフィリップ・ラフォレット）、 トマ

ス・アムリー、ハリー・ミッチェル、ハワード・ケスター、およびジェームス・

メーリンと6組 (7名）の進歩派インテリが、社会経済改革を唱導した内容や運
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動に関して分析されている。しかしながら、読者には、前半と後半の関連性がほ

とんど分からないのである。こういった傾向は他の章でも多かれ少なかれ見られる。

本書はアメリカ合衆国の外交と国内の社会経済を統合的に理解しようとする試

みであった。それはいみじくも、菅教授が4ページで取り上げている w.A.ウィ

リアムズ5を中心とし、ウォルター・ラフィーヴァー6、ロイド・ガードナース トー

マス・マコーミッがへと引き継がれたウィスコンシン学派が1960年代から行なっ

てきた試みである。さらに、そのマコーミックは世界システム論とコーポラティ

ズム論を採用することで「内政と外交と国際環境の相互作用という文脈」 (iv)に

おいてアメリカ外交政策を分析している。 9本書は縦糸（通時的分析）と横糸（共

時的分析）を提供しているが、両方の糸を紡ぐ適切かつ一貫した方法論があって

初めて、すばらしいハーモニーがかもし出されるのである。そのために、従来、

社会帝国主義論、コーポラティズム論、世界システム論など様々な方法論が提起

されてきた。今後、首尾一貫した新たな方法論の提起を期待したい。

また、本書では非常に数多くのグラフ、表、地図、写真などヴィジュアル資料

が用いられている。巻末の「アメリカ20世紀史 文献目録」は日本語文献を中心

に、基本的文献が網羅されており、各文献に簡単な説明も施されている。税込み

3,570円という価格設定は大学の教科書としては採用し難いが、「アメリカ20世紀

史 年表」「事項索引」「人名索引」も充実しており、 20世紀アメリカ史の概説書

としては非常に優れ、信頼できるものである。
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